
児童数配付  

図書館
と し ょ か ん

だより 
 

図書館
としょかん

が開館
かいかん

してもうすぐ１か月
げつ

が過
す

ぎます。ゴールデンウィークがあけ

て、１年生
ねんせい

の貸
か

し出
だ

しも始
はじ

まりました。どきどきわくわくした顔
かお

で、みんな

本
ほん

を借
か

りていきます。 

本
ほん

は心
こころ

の栄養
えいよう

です！ 毎日
まいにち

ご飯
はん

を食
た

べるように、本もふだんからおうちに

持
も

ち帰
かえ

って毎日
まいにち

少
すこ

しずつでも読
よ

み、心
こころ

の栄養
えいよう

をたくさんたくわえてくださ

い。 

図書館
と し ょ か ん

マスターになれたかな？！ 

クラスごとに、図書館
としょかん

の最初
さいしょ

の時間
じ か ん

にオリエンテーションを行
おこな

いました。３

年生
ねんせい

以上
いじょう

は、図書館
としょかん

から本を探
さが

し出
だ

す“ミッション”にも挑戦
ちょうせん

しました。 

オリエンテーションで勉強
べんきょう

した図書館
としょかん

の“１０のなかま”や“日本
に ほ ん

十進
じっしん

分類法
ぶんるいほう

（N D C
エヌディーシー

）”を知
し

っていると、葛塚
くずづか

小学校
しょうがっこう

の図書館
としょかん

だけでなく、豊栄
とよさか

図書館
としょかん

などの公共
こうきょう

図書館
としょかん

や中学校
ちゅうがっこう

・高校
こうこう

・大学
だいがく

など、日本中
にほんじゅう

の図書館
としょかん

でより

早
はや

く本を探
が

し出
だ

すことができます。大人
お と な

になってもずっと使
つか

える便利
べ ん り

なものな

ので、勉強
べんきょう

したことを活
い

かして、図書館
としょかん

の本探
さが

しマスターになってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県
にいがたけん

読書
どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん

コンクール 

葛塚小学校図書館 
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＜図書館
と し ょ か ん

からの連
れん

らく・お願
ねが

い＞ 
 

・『ようねんどうわコーナー』ができました。おすすめの読
よ

みやすい“ものがたり”が

ならんでいます。金
きん

シール○よ の本
ほん

は、そこに戻
もど

してください。 

・本
ほん

はビニール袋
ぶくろ

につつんでから本バッグに入
い

れましょう。 

ビニール袋
ぶくろ

にも名前
な ま え

を書
か

いてください。 

・本は大切
たいせつ

に使
つか

いましょう。本はみんなの財産
ざいさん

です。 

・こわれている本を見
み

つけたら、図書館
と し ょ か ん

に届
とど

けてください。 

専用
せんよう

のテープで直
なお

します。セロハンテープは本
ほん

をもっと 

傷
いた

めるので使
つか

わないでください。 

＋ 

よ 



 

読書
どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん

を書
か

いてみませんか？ 
 

読書
どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん

は、本を読
よ

んで感
かん

じたことを自由
じ ゆ う

に書
か

く楽
たの

しいものです。課題
か だ い

図書
と し ょ

は図書館
としょかん

で貸
か

し出
だ

しをします。興味
きょうみ

のある人
ひと

は優先
ゆうせん

で借
か

りられるので、

声
こえ

をかけてください。 

１・２年生
ねんせい

…７８０字
じ

以上
いじょう

 ８００字
じ

以内
いない

 

３～６年生…１１８０字以上 １２００字以内 

 
 

 

おはなしたまてばこ 
 

今年度
こんねんど

も朝
あさ

読書
どくしょ

の時間
じ か ん

に「おはなしたまてばこ」 

のみなさんによる、読
よ

み聞
き

かせが始
はじ

まりました。 

お話
はなし

の世界
せ か い

に入
はい

り込
こ

んでしまうような、すてきな 

時間
じ か ん

を楽
たの

しみにしていてください。 
 

 

＜７月
がつ

までの予定
よてい

＞ 
 

５月２９日…３年生   ６月６日…ｱｶｼｱ･ﾎﾟﾌﾟﾗ  ６月１２日…４年生 

６月１９日…５年生   ６月２６日…６年生   ７月４日…ｱｶｼｱ･ﾎﾟﾌﾟﾗ 

７月１０日…１年生   ７月１７日…２年生 

 
 

おうちの方へ 
 

今年度の貸し出しが始まりました。みんなわくわくした顔で本を選んで借りていきます。 

 お子さんが本を持ち帰りましたら、是非「おもしろそうだね」「すてきな本だね」「また借りてき

て見せてね」と声を掛けてあげてください。そして、できれば１日１０分、テレビを消して本を読

んであげていただきたいと思います。字が読めるようになっても読み聞かせを続けたり、テレビを

消して親子それぞれ別の本を読書したり、読んだ本についてお子さんと話をする時間を作っていた

だけたらと思います。毎月１回“うちどく（家庭読書）”の日も設定させていただいています。 

 家族で本を読む時間は、子どもだけでなく、おうちの方にとってもほっとできる温かいひと時に

なるのではないでしょうか。テレビを消してご家族一緒に本を囲む時間を楽しんでください。 
 

 

『子どもが絵本の「読み聞かせ」を必要とするのは、まだ字が読めないからではありません。子どもの身

近にいる大人が、その子ども、あるいは子どもたちのために絵本を選び、読み聞かせてくれるとき、子ども

は「お話をしてもらう」喜びを味わいます。そこには、絵と言葉からなる絵本という「もの」に加えて、大

人からの特別な心くばりそのものがもたらす喜びや安心感が含まれており、それが「生きる力」の基盤にな

っていくのです。』 （「子どもの育ちを支える絵本」脇明子 著 岩波書店 より） 

校内
こうない

しめきり 

７月１９日（金） 


